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研究成果の概要 

SIGGRAPH 2022 に採択された，手描き油彩画風アニメーションの半自動合成手法に関する先行研究を

さらに発展させ，煙や雲，炎といった表面を持たない関与媒質にも同様の表現技法を適用可能とした．

本研究では，アーティストが描いた少数のお手本静止画を入力として，例えば流体シミュレーションに

よって生成された三次元的な関与媒質のシーンに，油彩画調の表現を転写する枠組みを構築している．

これにより，従来は困難であった，時間的に変化する媒質表現へのアーティスティックなスタイル付与

が可能となる．関与媒質は本質的に半透明で，明確な物理的境界面を持たないという性質があるため，

それらを不透明な画材でどう描写するか，という点が本研究の技術的な核心となる．そこで本研究で

は，媒質内における可視性（transmittance）と，従来のストロークベース表現が主に対象としてきた

不透明物体の可視性との関係に着目した．具体的には，媒質内の自由行程分布（ free-path 

distribution）が，表面上のデルタ関数へと収束していく性質を理論的な基盤とし，この対応関係を利

用することで，媒質に対しても，ストロークの向き・長さ・太さといった描画パラメータを決定するた

めの特徴量やベクトル場を定義可能であることを示した．これにより，関与媒質に対しても，従来の表

面オブジェクトと同様のスタイライズ処理が自然に拡張され，表面とボリュームの間を滑らかに橋渡

しする一貫した描画フレームワークが実現された点が，本研究の大きな貢献である．本研究は SIGGRAPH 

2025 の技術論文に採択された．  
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